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2003年9月視察
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ウドムサイ(ラー郡)のセミナーに参加している女教師の子供たち

さて、今回はラオス国の北部ウドムサイ県へ行ってきました。現在JICAのKIDSMIIE

プロジェクト(子供の保健に関する事業)の学校保健事業を下請けしています。

吉田いつこ現地リーダーのもと、古閑さん、サーヤさん、マイさんの4人で充実した活

動を行い、成果をあげていました。

学校を3校訪問、セミナーの準備会2日間、セミナー参加(ラー郡1日、サイ郡2時間)

をしました。セミナーは大変有意義なものでした。概要は表をみてください。

まず講師たちとは事前meetilgで、話し合いを十分にもちました。講師のおひとり、

Mrs.DuoangDuoangさんは、日本のNGOラオスに絵本を送る会をチャンタソンさんとい

っしょに、もう15年の経験。もともと教師だった方ですが、事前のmeetillgで、講師へ講

義のすすめかたの指導を行ってくださいました。わざわざ、文部省の会議を欠席して"じ

ゃっど"のためにウドムサイに来てくださいました。彼女が「問題があって、セミナーが

行われる。解決策をさがすのが、セミナー。解決なくしてセミナーの意義はない。」と。
!!



Pheophet医師は、ウドムサイ保健局の衛生部副部長ですが、講義が大変上手です。話し合

いでは、Mrs.DuoangDuoanghsDr.Pheophetにもうまく発言させてもうひとりの、こちら

側からは不安の大きかったもうひとりの講師へ、働きかけてくださり、県のコーディネー

ターたち、"じゃっど"スタッフたちから、いい意見を導き出しと、同席していた私は本当

に感動しました。セミナーを作り上げていくという作業が、大変質の高いレベルで行われ、

その場にいることができたことは幸いでした。

もちろん、セミナーも充実しておりましたし、1日目の閉会の片付けはじめるとすぐに、

Mrs.DuoangDuoangから、いますぐに反省会をしましょう。と提案があり、郡の担当者、

保健局、教育局のコーディネーターもいっしょの反省会が開かれました。次への改善を前

提の反省会でしたから、翌目すぐに反映されていたようです。3日目、4日目と良くなって

いったであろうと確信できます。

セミナーの数日後から、セミナーを受講した先生のいる学校訪問をしていますが、子供

達が紙芝居をしてみせてくれる、歌を歌っていたなど、セミナーで披露した紙芝居、歌が

もう子供達のものとして動き出している学校もあったようです。中には、先生がどのよう

に子供に伝えようかと悩んでいる学校もあり、現在、吉田リーダーが細かなアドバイスを

しながらウドムサイ教育局とともに対象校48校を巡回しています。

セミナーの最中からウドムサイの県保健局、県教育局の動きがよくなったと吉田リーダ

ーから報告がありましたが、ウドムサイの人たちが一緒に、作り上げ、やり遂げたという

達成感を得ることができたのでは。また、吉田リーダーは、セミナー会場ではほとんど表

に出ずにやっていますから、保健局、教育局は大きな満足感があったと思われます。サイ

郡のワークショップには、県保健局からの来賓がありました。そして、副知事から、"じゃ

っど"への感謝とともに自分たちの活動を進めていこうとするすばらしいスピーチをいた

だけました。JADDOラオス人スタッフも、自分の仕事として、考えながら行動しているの

で発展があります。こういうことの積み重ねが、今後の継続へのもとになると思います。

」【CAの新総裁となられた緒方さんが、「現場の声を大切に、現場からよい策は生まれる。」

と話していらっしゃいました。(テレビのニュースの一瞬だけでしたが。)こういうことだ

と、ウドムサイの活動視察をふりかえって思います。

12月の視察で、ワークショップの成果として、先生たちの授業、子供達の発表を見るこ

とができると楽しみです。一緒にウドムサイへ行きませんか。



ウドムサイ県、小学校教師の健康教育ワークショップ

2003年9月26日～29日

    日対象地域対象学校数参加人員

    26(金)ラー郡10～約50人

    27(土)サイ郡12～約50人

    28(日)サイ郡13～約50人

    29(月)ベン郡10～約50人

対象校、人数は当日に増加の可能性大。傭日敢全校からの参加があるかもしれないため。

講義スケジュール

    8:00reg均tration教育局,JADDO

    8:40Openingceremony保健局、教育局

    9:00orientationM臨Sayya

    9:15PartlSchoolhealthCh且dtoChid講義D二PheophetMr8.Bouavh1
    10:30Cof艶ebreak地図の前で説明学校所在地図、水トイレ事情(MエMaD

    10:45Part2Educa廿onPackage紙芝居、本、CD、テープの紹介M虹Sayya
    12:00Lunchbreak食後に小講義「今日のランチ何含有?」Mrs.Bouav血

    13:00Kamishibaiについて紹介、使い方、目的など紙芝居のデモンストレーションをまじえた講義Mrs.DuoangDuoang
    14:00Kam沁hibaiの練習グループに分かれて練習MrsvankhamMs.Davone他

    15:00希望者発表と評価2名が紙芝居を実施Mrs.DDから評価Mrs.DuoangDuoang
    15:40ClosingCeremony保健局、教育局

    片付け

    16:00関係者反省会



《国内活動》

9月1日

9月8日

9月20日

9月21日～28日

9月30日

10月4日

10月15日

10月17日

JICA総裁主催意見交換会(鹿児島市にて)
"じゃっど"会

ラオス雑貨値段付け、ラオス視察の打ち合わせ
小幡さん、増岡さん、帖佐、宮脇
ラオス視察帖佐会長

帖佐会長出席
虎頭さん、松下さん、増岡さん、帖佐出席

鹿児島県総務部国際交流課職員脇氏、米元氏がじゃっど事務所訪問
ラオス雑貨値段付け及びバザー用品の準備三本さん、増岡さん、宮脇
さつまパイロットクラブにて講話(鹿児島市)帖佐会長講話
かごしま地球人まつり準備会(川内交流センターにて)伊東さん出席

10月20日～10月24日じゃっど活動パネル展示(川内郵便局にて)
10月25日～10月26日かごしま地球人まつりに参加(ラオス雑貨のバザー)

*雑貨販売の様子
2日間で21名の会員、会員のお知り合いの

方々にお手伝いいただきました。遠くは、姶良郡
や、鹿児島市からもお手伝いいただきラオスで
活動している吉田さんから送っていただいた

小物、布、アクセサリー、マフラーなどの販売
をしました。収益金(約5万円)は、ラオスでの
保健教育資金の一部として活用させて頂ます。
あらためて、御忙しい中お手伝いいただいた
皆様にお礼申しあげます。
純心大学祭の方は、1日目はパネル展示会場

にて雑貨の販売も致しましたが、パネルの準備
片付け等は、川内郵便局の平川さんにご協力
いただきました。

多くの方々のおかげで、ラオスのこれまでの活動、現在の活動を知っていただき、ラオスの手作り
の製品に触れていただき、また、賛同いただいき、ご購入していただきました。
「がんばってください。」とエールも頂きました。
今回のかごしま地球人まつりへの参加は、じゃっどの活動をより多くの人に知っていただくよい

機会になったと思います。

*

トークディスカッション

1.トークタイトル「へんやっど、鹿児島人」
2.出演者パックンマックン

県在住テレシータさん

県国際交流員のフィリップさん、
帖佐会長

3、内容トークディスカッション

フィリップさんの驚き:電車の中で眠れる安全な日本

テレシータさんの驚フィリピンでは学校の清掃は
業者が行う。日本の子供たちが、自分
達で清掃することは良い(パックン、フィ
リップさんも賛同)

帖佐の驚き;アメリカのトイレは、1つの部屋に便座が3つおいてあっただけ

バックン:タバコや、麻薬をかくれてすわないように(壁がないトイレがある)

等、各国であたりまえが、他の国では驚きになるという楽しい会話ができました



【事務局からのお知らせ】

感謝の気持ちとともに、ご支援ご協力くださった皆様のお名前を記載させていただきます。

(以下敬称略)

平成15年度会費(2003年9月～10月)

時村誠一、時村睦子、時村ヨシ、酒井マリ(鹿児島市)、松下友美(薩摩郡)、梅木多津子、

伊東ひとみ、小城順子、小倉邦子、渡辺裕子、小幡順子、三本釈世(川内市)、中村律子(出

水市)、松永武志(阿久根市)、姫野治子、岩崎岩男、横林宙世(福岡県)、鎌田到(北海道)

青山一正、宇津木和子、小林義郎、茂木隆、茂木純子(東京都)、斎藤洋史、森田由夫(埼

玉県)、望月明子(神奈川県)、鈴木琴子(茨城県)、中村武(佐賀県)、熊谷銀次郎(兵庫

県)、高木史江(富山県)、前原よし(千葉県)、

寄付金(2003年9月～10月)

時村誠一、時村睦子、時村ヨシ(鹿児島市)、姫野治子(福岡県)、江口紀子、帖佐理子(川

内市)、若松裕子(東京都)、

*お詫び:じゃっど新聞8月号にて記載漏れがありました。2003年7月～8月にご寄付

いただいた皆様のお名前を記載致します。(以下敬称略)

若松大介、牛ノ浜妙子、関治孝、帖佐理子(川内市)、坂上恵子(鹿児島市)、高橋栄子(東

京都)、鈴木(ラオス)、

机、いす募金(2003年9月～10月)

姫野治子(福岡県)、渡辺万里子(串木野市)、小城守(出水市)、

ラオスの学校に机といすを!

ただ今募集中です。1口2500円のご寄付をいただければ2口分で1組の机とい

すをラオスの学校へ届けます。また、その机には今回の12月ラオス視察の際訪

問するメンバーがあなたのお名前を書きます。(一人一口の場合は2人の名前、一人

で2口の場合はお一人の名前)そしてあなたのお名前を書いた机の写真をあなたへ

お送りします。詳細は事務局までお問い合わせください。

*まだ、会費を納入されていない会員の方は、納入の程をよろしくお願い致します。

また、新規会員も募集中です。会費は年会費2000円です。

*次回の"じゃっど"会は11月17日(月)です。

じゃっど事務局

電話、FAX:0996-27-0193

e・ma且:'addo28a8e.ne'

ホームページアドレス:h:ttgwww2ase.ne,'iaddOl

鹿児島県川内市神田町11・20若松記念病院内

会長帖佐理子事務担当宮脇美智子


